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吾
人
.が
養
紹
介
せ
ん
と
す
■

ッ
力1

の
#

一
著
私
あ
ら
ゆ
る
點
に
於
い
て
此
の
第
、一
著
ょ
り
も
重
要
性
を
有
す
る

も

の

と
看
放 

さ
れ
■.て
ゐ
る
o
: 

. 
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デ

ジ

力

、

は

猶

ほ

「

現

今

、

歐

羅

巴

の

貿

易

0

|

般

的

尺

度

た

る

も

の

.は

金

銀

で

あ

る

、

是

.4

等

の

も

の

は

時

に

は

貨

物

0

.あ

る

が

、 

而

も

鬟

究

竟

の

目

的

物

た

る

も

の

で

あ

る

、

而

し

て

一

國

の

保

留

す

る

楚

れ

等

金

屬

の

多

少

は

興

の

.貧

富

を

分

つ

も

の

で

あ

る

」

と
 

說

き

金

銀

坑

を

有

す

る

こ

と

な

き

國

民

は

外

國

貿

易

に

依

る

の

外

、

是

れ

等

の

も

の

を

取

得

す

る

の

手

段

な

く

、

又

、

其

の

保

留

す
 

る

是

れ

等

金

屬

€

程

度

^

從

つ

て

、

其

の

，諸

貨

物

の

價

格

、

其

の

人

民

の

數

、

而

し

て

之

れ

と

共

に

其

の

地

所

の

價

値

は

增

減

す

る

と
 

做

す

舊

套

な

る

筑

商

主

義

が

見

解

七

表

明

す

る

。
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、

彼

れ

は

進

ん

：で

輸

出

超

過

は

ニ

國

を

し

て

富

裕

■な

ら

し

め

、

輸

入

超

過

は

一
 

國

を

し

て

貧

g

な

ら

し

む

可

き

こ

參

述

べ

た

る

後

に

於

い

て

、

直

ち

に

、

貿

禁

自

由

な

る

如

何

な

る

國

に

於

い

て

も

、

輸

人

は

輸
 

出

を

超

過

す

る

こ

と

能

は

ず

と

說

ぃ

て

%

.彼

4

が

猶

ほ

質

喿

衡

論

を

信

奉

し

な

が

ら

も

、

自

-
H

貿

易

論

に

向

つ

5

み

つ

、

あ

る

こ
 

と

を

矛

し
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彼ヾれに從へば
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：總

：
じ

巧

ニ
&

民

間

：に

於

け

る

貿

易
0 .
'晴

雨

能

ば

爲

替

相

場

表

で

あ

^

/

策

局
で
あ
る
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e
g
.
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2
0
0

而
し
.て
、
_彼
れ
は
不
洌
顚
外
國
貿
葛
減
退
の
諸
徽
候
を
列
擧
せ
る
後
、
：

「

原
：因
を
除
去
せ
ょ
、
然
ら
ば 

結
果
は
終
止
す
可
し」

七
は
敕
學
上
案
則
で
あ
る
篇
ら̂

'
近
.時
此
の
國
に
行
は
れ
つv

t
高

率

の

麗

、
禁
止
及
び
罰
則
の 

炎
き
救
濟
策
.^
結
课
を
止
か
る
が
爲
めKl
;f
j
!>
■:ら
れ
た
る
も
o
で
あ
ク
て
、
嘗
つ
て
原
因
を#
得
し
、
而
し
て
之' 
を
除
去
亡
し
と
す 

る
こ
と
が
な
か
っ
た
が
爲
め
に
、
何
等
の
成
功
を
も
收
む
-る
こ
会
か
り
し
も
の
と
觀
’

是
に
於
い
て
申
、
彼

れ

は
本
書
を三
部

に

分
ち
、
第T

に
、
英
國
外
國
貿
易
衰
頹
の
諸
原
因
を
論
じ
、
：
第
一
一
に
、
外
國
貿
易
の
衰
頹
が
地
所
の
價
値
を
泜
下
す
る
理
由
を
述

.ベ
、 

而
し
て
第
三
.に
、
：.逄
れ
等
.腺
者
を
间
復
せ
し
む1

方̂
策
を
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唱
せ
ん
0
す
る
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奢
者
ば
英
國
對
外
貿
易
衰
顏
の'
.諸
原
因
を
數
へ
て
四
と"す
る
。
第
一
に
、
其
の
或
る
者
は.不
平
等
で
ぁ
1
、
其
：の
總
べ
.て
は
暴
虐
な 

る
：
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果
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.俾
ひ
づ
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英
國
現
行
办
租
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、
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に
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多
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が
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の

利

淨

の

爲

め

に

抑

壓

せ

レ

る

、
獨

占

'
:第
三
に
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無
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纪
る
法
鯽
、
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東
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度
會
社
を
首
め
ど
し
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、
南
海
會
社
及
び
土
¥:
古
會
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獨
占
的
敕
許
狀
を
有
尤
る
諸
會
社
を
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烈
に
批
評
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例
が
製
造
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の
办
需
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及
び
原
料
品
の
：運
賃1.
咼
獨
な
ら
し
め
、
自
國'の
土
業
に
取
っ
て
極
办
て
有
害
で
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：り
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自
國
商
人
：に
買
占
が
作
機
會
ど
傲
證
と
を
與
へ
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、
驗
莨
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養
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所
た
る
漁
業1
有
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著

者

は

第3
部

，
に

於

い

て
>
.外
國
貿
易
办
衰
頹
が
地
评
を
低
下
せ
し
む
各
理
电
を
歡
げ
て
、

(

—
^
@
0
0
に
對
す
る
市
氣
の
衰
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0
1

)

土

竭

に

對̂
て
_

た
る
失
業
貧
民
が
增
加
、
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ーニ，

)

人
.ロ
.の
減
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自
隊
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富
の
減
少
を
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へ
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搏
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把
に
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げ
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*-
_
國
た
苓
和
亂
人
及
び
_
蘭
西
人
以
上
に 

享
有
す
る
自
然
的
利
益
を
列
擧
す
る
。
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一)

其
の
位
置
が
最
も
優
れ
た
る
こ
ど
、
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其
の
政
狩
が
最
も
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和
に
しI
屯
越
せ
る
こ
と
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し
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質

易

義
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滅
电
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1

供
止
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-(

る
こ
と
.
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-
3
利
附
で
ぁ
り
、-裏
書
に
ょ
つ
て
籠
し,
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動
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_

1

1
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戀
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1

人
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ざ
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，
,
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十
5

能
な
る
限
り
自
國
河
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の
：舟
行
を
f

す
る
こ
と
.が
是
れ
で
ぁ
る
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,商
人
は
御
物
を
も
前
拂
ひ.す^
こ
と
な
く*
消
費
者
の
，み
が
.
一
定
の
財
貨
を
消
費
す
る
の
免
許
に
對
し
て
一
定

o
年
額
を
支
拂
ふが 

如
き
方
法
ボ
於
い
て
、
總
ベ
て
の
^
*.は
、
:*
令
；

5
、

.；即
時
若
し
く
は
：頗
る
急
速
に
消
費
.せ
.ら
る
^
も
の
と
雖
も
、
課
税
せ
ら
る
可
き 

も
の
で
あ
る
と
撒
す
デ
マ
力
.
1の
有
名
な
る
提
案
の

目
：！

と
す
る
所
は
、
：询
：に
ア
ダ
ム
•ス
ミ
ス
が
，其
の

『

國
富
論』

中
に
於
い
て
言
へ 

る
が
如
く
、”輸
出
入
に
對
す
：る
總
べ
て
の
'課
税
：を
撤
廢
：
1
，
是
れ
に
由
つ
て
、
商
人
を
し
て
財
貨
の
購
入
及
び

»
舶
の
，
運

賛

に

能

く

^
; 

の
杂
資
本
ぶ
び
信
相
を
使
用
す
る
こ
と
.を
得
せ
し
め
、
是
れ
等
兩
者
の
如
何
な
ー
る
部
分
と
雖
も

-«
稅
の
前
拂
ひ
：に
轉
向
せ
し
め
ら
る
\ 

と
と
為
ル
ら
し
め
：て
、
種
：々
：な
名
外
國
貿
易
の
部
門
の
ニ
切
、
特
於
輸
送
業
を
助
勵
せ
ん

':
<
bす
る
に
在
つ
た
の
で
あ.る
0(lalth of 

p 

而
し
て、

ス
ミ
ス
は
斯
べ
の
如
き
計©に
對
し
.て
致
命
的
反
對
論
を
提
唱
し
て
ゐ
る 

,

が
"
.
.
而
も
、
彼
れ
は
，

一：宠
の
.震

：が
、

一
座
財
貨
の
：：價
格
に
在
つ
て
は
、
：往
々
：西
五

_
反
復
せ
ら
：れ
ゾ
累
積
せ
ら
る
、
と
做
せ
る
デ

ッ
カ
ー
の
觀
察
を
以
つ
て•ィ
坐
.活
塞
品
に
對
す
'る
課
稅
に
關
し
て
は
、完
全
に
適
茁
で
あ
る
と
趿
し
て
ゐ
る

0
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マ
タ
ラ
ッ
ク
は
本
書
と
其
の
前
年
の
著

Serious 

considerations，

と
は
現
行
課
税
を.廢
止
し
*
之
れ
'に
代
ふ
る
七
單
一
税
を
以

.
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. 
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つ
て
せ
ん
.<
*
:;^
る
點
に
龙
い
て
：

：

一；撒
す
る
も
、
而
も
兩
者
の
間
に
於
.け

る

：一
致
は
兹
：に
終
り

、Some Considerations,;

の
著
者
は
、
家 

賃

に

部

じ

：て

袭
:;
3
蓄

:1
.て
課
せ.ら
れ

た?>
粗
.税
に

ょ

つ

セ

收

入

:̂
擧

ぐ

可

き

と

と

を

提

唱

す

る

、
に
拘
ら
ず

,
本

書

の̂

:如
;^
:»
:見
の
'表
明
改
々
を
迪
;1
±
1'<
!
:

.し
：て
：、：
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